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13議員が市政を問う一 般 質 問

問　(仮称)惣辺奥瀬風力発電事業の建設予定
地付近で観測されたクマタカの生態報道に対す
る市の見解は。
答　クマタカをはじめとする動植物や自然環境、
景観などは、未来世代へ引き継がなければなら
ない重要な財産であると認識しています。本事
業は市営放牧場と保安林に計画されていますが、
市営放牧場は今後も放牧用途に使用予定であり、
保安林は、県ゾーニング案では原則的に事業実
施が認められない保全地域に該当します。自然
環境等への影響を懸念する声が大きい中、事業
実施にはハードルが高いと考えますが、環境影
響への配慮を含めた事業計画は、まずもって事
業者が検討することであると認識しています。
問　建設予定地付近のクマタカの生息数を把握
しているか。
答　活動域であることは把握していますが、生
息数は把握していません。
問　全国でも1,800羽余りとされる貴重なク
マタカを保護観察できる公園を設けて、観光資
源として活用する考えは。
答　惣辺放牧場には既に牧場広場展望台やあず
まやがあり、誰でも自由に利用できるため、新
たな公園の設置は考えていません。
問　令和６年９月に開催予定だった本事業に係
る第４回中間報告会は、事業者の事情で開催延
期となったようだが、その周知を市ホームペー
ジに掲載した理由は。
答　風力発電事業は特に市民の関心が高く、事
業者が独自に開催する報告会などの開催情報も
依頼により市ホームページや広報に掲載してい
ます。本報告会の開催についても市ホームペー
ジ等に掲載していたことから、延期の連絡を受
け、速やかにお知らせしたものです。

問　令和７年度の予算編成方針は。
答　限られた財源の中で、適切かつ効果的な事
業実施に必要な予算とすることを基本に、第２
次総合計画後期基本計画で掲げた５つの重点プ
ロジェクトについて重点的に取り組む予定です。
問　103万円の壁が撤廃された場合の影響額は。
答　個人住民税の減収額は10億円程度で、令和
５年度の市税全体の約14%の減収見込みです。
問　ガソリン税を一部軽減するトリガー条項の
凍結が解除された場合の歳入への影響額は。
答　約1,200万円減額となる見込みです。

問　通報者が不利益を受けることなく、安心し
て通報できる環境を整えるため、市独自の公益
通報者保護制度を構築する考えは。
答　国の指針等では、内部規程を定め運用する
ことが求められていることを踏まえ、今年度中
の整備に向けて取組を進めたいと考えています。

問　脱炭素への取組を明確にし、具体的な行動
を促進するため「デコ活」宣言をする考えは。
答　今年度、市全域の温室効果ガスを削減する
ための十和田市地球温暖化対策実行計画を策定
する中で、一緒に検討したいと考えています。

問　今年度の秋まつりの総括会議の内容は。
答　トイレの増設やごみ対策、十和田囃子競演
会の再開についてや夜間運行における照明設置
についてなど、多岐にわたり議論されました。
問　秋まつりを継承、発展させるため、市の姿
勢を条例化するなど、明文化してはどうか。
答　多くの市民が参加できる環境づくりには、
市民の主体的な取組を促し、支援することが重
要と考えているため、明文化は考えていません。

クマタカ生態報道への見解は 令和７年度の予算編成方針は

太　田　正　幸
（立憲農民クラブ）

氣　田　量　子
（自民公明クラブ）

問　保育士を目指す方への支援として、市内の
保育施設に何年か勤めた場合に返還が免除され
るような、修学資金貸付事業を行う考えは。
答　県社会福祉協議会において、一定の条件を
満たした場合に返還が免除される保育士修学資
金等貸付事業を行っており、希望する方が制度
を活用できるよう周知に努めます。

問　奥入瀬渓流の渋滞対策の状況と課題は。
答　５月、10月の特に渋滞が予想される土日
に、市、環境省等で組織する十和田湖周辺交通
渋滞対策協議会の職員を配置し、渋滞緩和に努
めています。一定の効果は見られますが、抜本
的な解決には奥入瀬バイパスの早期完成が必要
と考えており、引き続き国に要望していきます。

問　幼稚園、保育園でのフッ化物洗口の実施状
況と市の見解は。
答　子供の頃からの虫歯予防は、大人になって
からも豊かな人生を送るために大切な取組です。
今年度は、市内26施設において保護者の同意
を得た園児に対し、週１回フッ化物洗口を実施し
ており、今後も関係機関と連携、協力し、保護
者への意識づけを図りながら、取組を進めます。

問　支援が必要な子供の保護者は、入学前の早
い段階から学校の情報を知りたいと思うが、進
学に向けた情報をどのように提供しているのか。
答　実態を把握している学級担任や特別支援コ
ーディネーターが相談に対応しているほか、教
育委員会でも必要に応じて進学に向けた情報提
供を行っています。また、学校での支援内容や
転入学等の相談先等を記載したパンフレットを
作成し、市ホームページに掲載しています。

問　令和６年11月に４回目の国際認証を取得
した当市のセーフコミュニティの取組を次世代
に受け継ぎ、さらに発展させるため、セーフコ
ミュニティ推進条例を制定する考えは。
答　助け合いの精神によるまちづくりの実現を
目的とした安全で安心なまちづくり条例は同様
の理念であると考えており、現行条例の改正や
新たな条例制定の必要性について検討します。
問　市民にはセーフコミュニティ活動が十分に
認知されていないと感じるが、改善策は。
答　今年度、普及啓発を目的にイベントを開催
し、多くの方が関心を寄せていました。今後も
同様のイベントを開催し、周知に努めます。

問　爪や衣類に貼るだけで利用できるＱＲコー
ドシールを用いた身元確認支援サービスは、視
認性が高く、ＧＰＳ端末を持ち歩けない方にも
対応可能で、認知症高齢者の早期発見や家族の
不安軽減が期待されるが、導入の考えは。
答　課題等を整理し、導入の有用性について検
討したいと考えています。

問　人種、性別、障害の有無などの違いを尊重し、
多様なバックグラウンドを持つ人々が安心して
暮らせる環境を整備するダイバーシティー（多
様性）の推進は、地域の課題解決や新たな発展、
住民全体の幸福度向上につながると考える。ア
ンケートで市民の意見を聞く考えは。
答　来年度、第２次十和田市総合計画の次期計
画策定に向けた市民アンケートを実施する際、
ダイバーシティー推進の視点も取り入れます。
問　外国人住民への支援状況は。
答　市防災マップを４か国語に翻訳し、市ホー
ムページへ公開したほか、生活関連情報ページ
の翻訳言語にベトナム語を追加しました。
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